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今年は、終戦満75年の年にあたります。そこで、今回は文書館所蔵の戦争関連史料をご紹介します。

  ◆昭和7年（1932）の滋野村役場「動員日誌」が残さ

・直ちに事務室設備が行われています。

　動員準備が行われた様子が生々しく綴られています。

　令状は29通とあり、午前5時10分には令状を届けに出発してい

　ます。午後8時24分発の列車にて、最初の2人の出征を多くの

　　　　徴馬用の動員日誌も残っています。 　人が見送った様子が書かれており動員日誌は二月二十九日

　　　　動員されたのは、人だけではなく、 　の【動員第六日】で終わっています。

　　　　馬も軍用に動員されました。 　◆動員の通知書は、赤い山形模様の専用封筒で届けられました。

     れています。

 その本文は【動員第一日 二月二十四日　晴　

 二月二十四日午前一時三十分　上田警察署長

 ヨリ動員下令ノ電話アリ其令達全文左ノ如シ

 第十四師団第三十二動員一號動員を令セラル】

 で始まります。

・午前3時30分　丸山巡査来場

・午前４時10分　上田警察署急使自動車にて令状届く

　★その後、時計を急使の時計に合わせ、慌ただしく兵士の

　　動員日誌　滋野村役場資料（整理中）

動員日誌　徴馬用　滋野村役場資料（整理中） 動員用封筒　滋野村役場資料（整理中）

【戦時関連年表】 　　　　　　　　　　　　　　　☆は東御市文書館所蔵文書

年表：山川出版社　「日本史B流れがわかるテーマ史ノート」による
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　◆実際に動員が行われる前に、
　　村長宛に動員実施業務書が

　 　　送られており係員体制や
　 　　動員事務室設置要領、各係

　　の業務内容と心得、請求書
　　様式等々、実に細部に渡る
　　までの行政文書がマル秘
　　文書として扱われていました。

　 　　役場は、動員令が下されると、
　 　　速やかに対応できるように
　 　　準備をしていたわけです。
　
　　

　動員一日目
　 　午後九時四〇分に

　滋野村役場に届
　いています

　　　　

動員時電報　滋野村役場資料（整理中）

　★戦争が進むにつれて、兵隊の数が不足すると、当時の小学校でも
　　子ども達に軍事訓練が行われるようになったと言われていますが、
　　それを裏付ける史料が滋野村役場資料の中にも残っていました。

　

　◆第二次世界大戦中の昭和18年には、滋野村国民学校に銃器室
　建築が行われています。国民学校とは昭和16年の国民学校令によ
　り小学校を国民学校と呼び方を変えたものです。

　銃器室の広さはおよそ20坪で木造平屋建瓦葺。中には銃剣を架け

　る可動式の棚と銃器の手入台があったようです。工事費は当初の 　　　　滋野村国民学校銃器室建築工事設計書

　計画予算895円を上回り6955円かかったことが「銃器室建築日誌」

　にあります。これは、一般的に公開されている当時の学校教員給料

　と現在の給料を比較して換算すると2470万円に相当します。

　　8月31日から準備が始まり国民学校と青年学校の生徒たちも手伝

　い12月28日に完成しています。

　この年の「金属非常回収書類」によると、スプーンやバターナイフに

　至るまであらゆる金属が武器の材料として回収対象になっています。

　　このおよそ1年半後には、終戦を迎えることになるのでした。

宿直員用動員實施業務書　滋野村役場（整理中）

　　　　　　　　　　　　　　　　動員実施業務書　滋野村役場（整理中）

滋野村役場資料（整理中）

金属非常回収書類　滋野村役場資料（整理中）


